
平成２３年２月２日

平成２４年度（第２７回）及び平成２６年度（第２９回）

国民文化祭の開催地内定について

１．国民文化祭の概要

「国民文化祭」は、国民一般の文化芸術活動を全国的規模で発表、競演、交流する場

を提供することにより、文化活動への参加意欲を喚起し、新たな芸能・文化の創造を促

すとともに、地域固有の文化の全国発信等を通じて地域の活性化・発展に寄与し、国民

生活のより一層の充実に資することを目的としています。

２．開催県の内定について

国民文化祭の開催地については、開催希望調査を実施し、開催希望のあった都道府県

のうちから、文化庁長官が決定することになっています。本年度は、全都道府県に対し

平成２４年度及び平成２６年度以降の開催について調査を行ったところ、平成２４年度

は徳島県、平成２６年度は秋田県からそれぞれ要望があり、今般、内定を行うことにな

りました。

３．内定書交付式

日時 場所 出席予定者

秋田県 平成 23 年 2 月 8 日（火）9:30 文化庁長官室 佐竹 敬久（さたけ のりひさ）秋田県知事

徳島県 平成 23 年 2 月 8 日（火）16:30 文化庁長官室 飯泉 嘉門（いいずみ かもん）徳島県知事

＜担当＞文化庁文化部芸術文化課文化活動振興室

室長 門岡 裕一（内線 2830）

担当係長 南川 貴宣（内線 2832）

電話：03-5253-4111（代表）

03-6734-2835（直通）

国民文化祭の開催地について、平成２４年度（第２７回）を徳島県、平成２６年度（第

２９回）を秋田県に内定しました。

なお、内定書交付式は、下記日程で文化庁長官室にて行います。



○ 国民文化祭開催地の内定

平成２４年度（第２７回）国民文化祭 開催地：徳島県

徳島県においては、平成１９年度国民文化祭を開催したが、翌２０年度より「文

化立県とくしま推進事業」を展開し、国民文化祭の４大モチーフとして掲げた「ベ

ートーヴェン第九」、「阿波人形浄瑠璃」、「阿波藍」、「阿波おどり」を平成２０年度

～２３年度に順次テーマとして取り上げ全国に向けた事業を実施するなど、国民文

化祭の開催を契機として、地域文化の更なる振興に積極的に取り組んでいる。

平成２４年度国民文化祭においては、これまでの取組において、継承・発展させ

てきた成果を検証するとともに、その成果の集大成として全国的に発信することに

より、昨今、いずれの地域においても求められている「地域の活性化」、「伝統の継

承」、「人材の育成」等の課題の解決につながる新たな国民文化祭の在り方を提示す

る。

平成２６年度（第２９回）国民文化祭 開催地：秋田県

秋田県では、地域に根付く文化を守り育てるとともに、新たな価値創造を図るた

め、平成２３年度を「文化」を再生し創造する元年と位置づけ、「あきた文化ルネ

サンス」を宣言。

秋田県の多彩な文化を担う団体が行う事業や後継者育成の充実・強化を図るとと

もに、若手アーティストの育成・支援を通じた地域のにぎわいの創出を目指し、様々

な取組を行うことにしている。

その集大成として、平成２６年度に国民文化祭を開催し、全国から参加者・来場

者を集め、新たな秋田県の魅力を全国へ発信するとともに、人の交流によるにぎわ

いの創出を図り、県民の元気創造につなげていく。

参考：国民文化祭の開催実績及び開催県の内定状況

昭和６１年度（第 １回）東京都

昭和６２年度（第 ２回）熊本県

昭和６３年度（第 ３回）兵庫県

平成 元年度（第 ４回）埼玉県

平成 ２年度（第 ５回）愛媛県

平成 ３年度（第 ６回）千葉県

平成 ４年度（第 ７回）石川県

平成 ５年度（第 ８回）岩手県

平成 ６年度（第 ９回）三重県

平成 ７年度（第１０回）栃木県

平成 ８年度（第１１回）富山県

平成 ９年度（第１２回）香川県

平成１０年度（第１３回）大分県

平成１１年度（第１４回）岐阜県

平成１２年度（第１５回）広島県

平成１３年度（第１６回）群馬県

平成１４年度（第１７回）鳥取県

平成１５年度（第１８回）山形県

平成１６年度（第１９回）福岡県

平成１７年度（第２０回）福井県

平成１８年度（第２１回）山口県

平成１９年度（第２２回）徳島県

平成２０年度（第２３回）茨城県

平成２１年度（第２４回）静岡県

平成２２年度（第２５回）岡山県

平成２３年度（第２６回）京都府（来年度開催）

平成２４年度（第２７回）徳島県（今回内定）

平成２５年度（第２８回）山梨県

平成２６年度（第２９回）秋田県（今回内定）



「『おどる国文祭』５周年記念事業・とくしま２０１２（第２７回国民文化祭）」（仮称） 徳島県

●平成19年度 ●平成20年度～平成23年度 ●平成２４年度

文化立県とくしま推進事業の実施（基金造成：２億円 取り崩し型）
「おどる国文祭」の成果の継承と発展

・ ４大モチーフ全国発信事業
・ 県下全市町村による推進事業
・ 次世代・後継者の育成

リニューアルした徳島県民文化祭の開催

・期間を３ヶ月間に延長し、「『しあわせは』ふたたび」（県内３カ所）などを開催

H２０：ベートーヴェン「第九」アジア初演90周年記念コンサート

H２１：阿波人形浄瑠璃月間ジョールリ100公演

H２２：阿波藍×未来形プロジェクト
①総合フェスティバル
②4大モチーフ発信事業

・阿波藍国際研修会の開催による韓国・台湾・フィリピンなど諸外国との国際交流 ・音楽が息づくまちづくり事業
・人形浄瑠璃街道推進事業
・阿波藍×未来形プロジェクト推進事業

H２３：萬の民の阿波おどり
③国文祭成果継承事業
④次世代・後継者育成事業
⑤国際交流事業

市町村事業
・分野別ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ
・広報・公式記録集

平成２４年度以降
文化立県とくしま推進事業の継続

・阿波おどり総合フェスティバル事業

「『おどる国文祭』５周年記念事業・とくしま２０１２

（第２７回国民文化祭）」（仮称）

・クラシック音楽の開催（Ｈ２０～）によるまちづくり

・とくしま国民文化祭記念管弦楽団（仮称）の編成（Ｈ２３～）による音楽文化のレベルアップ

・ジュニアオーケストラの結成（Ｈ２０～）による後継者育成

・ホールボランティアスタッフチームの結成（Ｈ２０～）による住民参加

成
果

成
果

・「萬の民の阿波おどりフェスティバル」による阿波おどりの観光拡大

・ワークショップによる阿波おどりの歴史の再認識と伝統の検証、現在に息づく阿波お
どりの未来への継承、徳島県民たる誇りと自信の創造

課
題

・「阿波藍×未来形プロジェクト展」の開催によるビジネスモデルの構築
・藍染ファッションショー、藍Ｔコンテストの開催による次世代への伝統文化継承

成
果

成
果

・棒搗きの復活（Ｈ19～）による地域活性化（神山町）
・小島章司率いるフラメンコ（H19～）の継続による舞踊文化レベルの向上（牟岐町）
・文芸祭の開催（H19～）による文芸文化レベルの向上（東みよし町）など

成
果

⑥その他事業

コンセプト（方向性）

・キャッチロゴ「阿波藍再考藍千」（阿波藍を年間千俵出荷への努力目標）設定による
伝統産業の活性化

事 業 概 要（案）

・農村舞台復活公演（計１２カ所）による過疎地域の活性化

・地域青年団の人形座旗揚げ（Ｈ２１～）による後継者育成と地域の活性化

・県民公募による人形座の結成と公演（Ｈ１８～）による伝統文化の底上げ

・人形浄瑠璃街道（阿波・淡路・西宮）の打ち出し（Ｈ２１～）による広域交流・連携

１． ポスト国文祭の成果の検証
２． その成果の集大成
３． 全国に発信

★４大モチーフを中心とした文化発信による
地域づくり

・伝統芸能が息づくまちづくり
・伝統工芸・産業で栄えるまちづくり
・音楽文化が息づくまちづくり

★国文祭成果継承・発展
★次世代・後継者育成

第22回国文祭・

とくしま２００７

（通称：おどる

国文祭）の開催

４大モチーフ・ベートーヴェン

「第九」

・阿波人形浄瑠璃

・阿波藍

・阿波おどり
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